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長野県諏訪湖北方の新第三系横河川累層

　　　　　　の中新世放散虫化石

公文富士夫＊・佐藤玲子＊＊・小坂共栄＊

信州大学理学部地質学教室

　（1990年7月10日受理）

は　じ　め　に

　諏訪湖北方の横河川沿いには，中央構造線のフォッサマグナ内部への延長と考えられる

横河川断層が北北東一南南西の方向に走っており，その西側には同じ方向の断層群に挟ま

れて新第三系が分布する。東側には蛇紋岩とともに変成岩類が断片的に分布し，三波無漏

の延長と考えられている。ここは，北部フォッサマグナと南部フォッサマグナの中間に当

たり，両者の関係を明らかにする上で重要な地域である。

　この新第三系は，岩相の類似性から，北方に分布する内村累層に対比されたり，諏訪湖

の南方に分布する守屋累層に対比されたりしてきた（本間，1931；小林，1955；諏訪の自

然誌・地質編編集委員会，1975；吉野，1982）。しかし，これまで時代決定に有効な化石

が産せず，また，断層で切られて周囲の新第三系との直接の連続を確認することができな
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たなこ　ば
いために，必ずしも確実な対比はできていない。また，この新第三系の一部（棚小場黒色

泥岩層）が，先新第三系という見解（諏訪の自然誌・地質編編集委員会，1975）もあっ

た。

　公文は1986年6月に横河川沿いで行われた，地学団体研究会松本支部の野外巡検に参加

したが，そのときに採集した横河川累層の泥岩試料から，中新世の放散虫化石を発見し

た。一方，佐藤は，1988年度信州大学理学部地質学科の卒業研究として，小坂の指導のも

とに横河川地域の新第三系の層序と地質構造を詳しく検討するとともに，あらたに4地点

で放散虫化石を見出した。

　本報告は，佐藤が明らかにした層序と構造をもとに，公文および佐藤の見いだした放散

虫化石に基づいて，横河川累層の時代を検討したものである。放散虫化石の同定は公文が

行った。

地　質　概　説

　報告地域は，長野県岡谷市の横河川上流域である。本地域には北北東一南南西の走向の

断層が数本並走し，その間に横河川変成岩（河内ほか，1966）および横河川累層（再定

義）が挟まれて分布する（第1図）。横河川変成岩は，横河川の東側にそって南北に3

kmほど細長く帯状に分布する。黒色片岩・緑色片岩を主とし，蛇紋岩を伴う。岩相や変

＊信州大学理学部地質学教室
＊＊ 嚼ﾝ省東北地方建設局
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　　　　　　　　　　　　　　第1図　諏訪湖北方の横河川流域の地質図

凡例：／；横河川変成岩，2－5；横河川累層（2；中の西砂岩層，3；棚小場黒色泥岩層，4；横

河川礫岩層，5；檜川沢緑色岩層），6－11；鉢伏山累層（6；鉢叩山砂岩層，7；鉢伏山泥岩層，

8；鉢伏山砂岩礫岩層，9；横峰砂岩礫岩緑色岩層，10；樽沢泥岩層，11；樽沢砂岩礫岩緑色岩

層），12；ニッ山累層，13；塩嶺累層，14；石英閃緑岩，15；ピン岩
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成相の特徴から，三波川変成岩に対比されている。その西縁を限る断層は，横河川断層B

（諏訪の自然誌・地質編編集委員会，1975）と呼ばれ，中央構造線のフォッサマグナ内部

への延長と考えられている。横河川変成岩の東側には上部中新統のニッ山累層（諏訪の自

然誌・地質編編集委員会，1975）が分布し，横河川累層の西側には鉢伏山累層（新語）が

分布する。また，横河川累層または鉢伏山累層を貫く花南閃緑岩およびピン岩の中～小規

模な岩体が見られる。これらを不整合に覆う関係で，鮮新統～下部更新統の塩嶺累層

（Momose　6’α1．，1959）が南から南東側に広く分布する。北北東一南南西方向の断層お

よび地層群は，北西一南東方向の断層により，数十メートルから臥病メートルの規模で分

布がずらされている。

　横河川累層（再定義）は，吉野（1982）が定義した横河川累層の下半部に当たり，下位

より，中の沢砂岩層，棚小場黒色泥岩層，横河川礫岩層，檜川沢緑色岩層に区分される。

吉野（1982）の横河川累層の上半部は，下半部とは断層関係にあり，かつ地質構造が斜交

することが明らかになったことから，鉢伏山累層として分離・独立させた。
　なか　　さわ

　中の沢砂岩層は，中粒砂岩を主体とし，シルト岩・礫岩を伴う。下限は断層で断たれ，

210m以上の層厚をもつ。ほぼ北北東一南南西の走向で40～60．で南東に傾斜しており，

従来最下部とされていた棚小場黒色泥岩層の下位になることが確認された。
　たなご　ぱ

　棚小場黒色泥岩層は，塊状の黒色泥岩を主としており，まれに数cm～十数cmの厚さ

の凝灰岩層および礫岩・砂岩のレンズを挾む。中の沢砂岩層から，中～細粒砂岩とシルト

岩との互層を経て漸移し，整合に重なる。走向・傾斜の分かるところは少ないが，数ヵ所

で北東一南西の走向と南60～70．の傾斜が認められる。層厚は，4601n以上で，上限は断

層で断たれる。
　よこかわがわ

　横河川島岩層は，多量の黒色泥岩面面を含む中礫～細礫礫岩である。ほぼ南北の走向と

垂直な傾斜で，100m以上の層厚をもつ。礫は亜角～亜円で，チャート・粘板岩・片麻岩

礫が多い。面面は数mm～数cmの大きさで角張った不定形（いわゆるパッチ状）のもの

が多いが，数cm以上の長さのレンズ状ないし層状のものも見られる。偽礫の岩質は棚小

場黒色泥岩のものとよく似ており，本層はもともと棚小場黒色泥岩層を削り込んで堆積し

たものと考えられる。中の面出岩層の礫は含まないので，その堆積間隙は小さなものと推

定される。
　ひかわさわ
　檜川沢緑色岩層は，緑色に変質した安山岩質の凝灰岩および溶岩を主とし，しばしば砂

岩・泥岩を挟む。横河霜露岩層から整合的に漸移する。ほぼ南北の走向を持ち，90～600

で西へ傾斜する。層厚は600m以上である。

　鉢伏山累層は，砂岩や泥岩などの砕屑岩類と安山岩質の溶岩および凝灰岩からなり，下

位より，鉢伏山砂岩層，鉢伏山泥岩層，鉢伏山砂岩礫岩層，横面砂岩礫岩緑色岩層，樽沢

泥岩層，樽沢砂岩礫岩緑色岩層に区分される。鉢伏山累層はほぼ北西一南東の走向を持

ち，40～60．で南西に傾斜する。最南部ではゆるやかな向斜構造をなしている。

産出化石と時代

放散虫化石は，第2図に示した5地点から産した。第1点は公文が発見した産地で，他

は佐藤によるものである。第1地点から第4地点は，横河川累層棚小場黒色泥岩層に当た
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る。試料は黒色の塊状泥岩で，かなり硬く固結しており，黄鉄鉱が多数自生している。第

5地点は，横河川礫岩中の偽礫をなす泥岩から産出したものである。

　試料は10％の沸化水素酸で処理した後，塩酸と硝酸との混酸で泥を分解して，エンテラ

ン・ニューに封入して検鏡した。試料の一部は走査型電子顕微鏡でも観察した。

　棚小場黒色泥岩からの放散虫化石は，Cン7’0αψS6砺観ηψ6名π，　C　607％如，　S批加00別∫

ωo顔4Sαγ甥磁α，ルノ61薦。ερ1躍醐α彫αgπの）07％10sα，などのほかに数種類のdiscoideaや

sphaeroideaの放散虫化石が産する（第1表）。これらの中で，（㍊臨妙θ紹が全ての産出

点で最も多く産し，また，C60鯛磁，　S，卿。顔零S．σ7魏α如も普遍的に産出する。

　中世古・菅野（1973）は，日本海側の新第三系の放散虫化石を検討し，4つの化石分帯

を設定している。棚小場黒色泥岩の放散虫化石は，その最も下位の漉1露嬬ρ加θ名α

窺αgη砂07％JosσZOIleの放散虫化石とかなりよい共通性を持つ。特に，　M．挽αgησ一

ρoγ％10sα，σ607鰍如，　Sωo顔ゴは，　M．賜αgη‘ψ07π10sαZoneにその産出がほぼ限られると

されている。ただし，棚小場黒色泥岩では躍．窺αgπ砂。雇。∫αの産出頻度は小さい。躍．

窺㎎η砂07％10sσZoneは，　Shinbo　and　Maiya（1969）による浮遊性有孔虫分帯と対応付

けられており，Blow（1969）の外帯のN7～N9にあたると考えられている。
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第1表横河川累層から産出した放散虫化石リスト

　　　Localities
rpecies

1 2 3 4 5

Cゆ。吻s6〃σ麟吻θ名α ○ ○ ○ ○ ○

060γ瑠孟α ○ ○ ○ ○ ○

Cノ砂。航α ○ ○

S’嬬000別Sω0峨 ○ ○ ○

sαγ窺α如 ○ O ○ ○

Cα♂oの6儲αsp． ○

Ooη8蜘伽燃SPP． ○ ○

1万α6α励。αψ∫αSPP， ○ ○

五溺吻腐sp． ○

漉媚0⑫一一勉σ9η砂0溜0εα ○ ○

　一方，船山（1988）は，能登半島の珠洲地域の新第三系の放散虫化右回序を，レインジ

・ゾーンの観点から検討し，かつ他の微化石層序との関係をも明らかにした。それとの比

較では，⑦吻αψS6こ口πψθ名αが多産すること，　S富加60榔αγ勉α孟αも普遍的に産する

こと，Eπ碗魏蹴αs朋。費ま産しないこと，などから，棚小場黒色泥岩層の放散虫化石

は，CαJo（ッoJ召出60ε嬬αInterval　Zoneに当たる可能性が高い。このゾーンは，ケイ藻化

石帯では、4漉ηo（ッ01郷勿g例s帯およびDθη’蜘10麺s伽孟α帯の下半部に，浮遊性有孔虫

化石では　Blow（1969）のN8およびN9の下部に，石灰質ナンノプランクトン化石では

Okada　and　Bukry（1980）のCN3～CN4に認定されている。しかし，このゾーンの下限

は珠洲地域では明らかにされておらず，Riedel　and　Sanfilippo（1978）のC．60s鰯α帯の

下限を引用している。

　赤道地域の新生界の放散虫化石分子を検討したRiedel　and　Sanmippo（1978）の分帯と

比較すると，∫ωo二二C’θ’名砂θ名α，C60γη％孟αなどの共通性から，　Sωo顔ゴZOIleから

Cα10（脚1θ磁oos鰯πZone付近に当たるものと考え、られる。この両帯はBlow（1969）の

N6～N8付近にあたる。　Sωo励の出現がS．ωo励Zoneの下限とされていることを考慮

すると，棚小場瀬泥岩層の時代は古くても前期中新世の中頃以降（N6以降）というこ

とになる。上位の帯にあたるCoos鰯α帯の下限を定義づけるC．60s鰯αの産出が棚小場

黒色泥岩では確認できず，より細かく時代を限定することは難しい。

　横河川礫岩層の黒色泥岩偽礫から産出した放散虫化石（第5地点）は，C’θ加ρθ名αが

優勢で，C60γη吻，　S．ωo顔4∫α7規磁なども産し，棚小黒色泥岩とほぼ同じである。

この事実は二二という罪状と調和的で，横河川礫岩層は堆積間もない棚小場黒色泥岩層を

同時浸食したものと考えられる。

周辺の地層との対比とまとめ

横河川累層棚小場黒色泥岩層から今回初めて放散虫化石の産出が明らかとなった。北陸
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の新星3系の放散虫化石層序や赤道地域の放散虫化石分帯との比較からみると，その時代

は前期中新世の後期から中期中新世の初期にかけて，Blow（1969）の分帯のN7～N8に

対比される可能性が大きいが，その下限がN6まで古くなる可能性も残されている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うしろやま
　吉野（1982）は，諏訪湖の南方に分布する守屋累層の後山黒色泥岩層を，岩相の類似

性と火成活動の規則性から，棚小場黒色泥岩層に対比した。松丸ほか（1982）は，この後

山黒色泥岩層から鰯ogゆs脇αん。観を報告し，その時代を中新世初～中期（N8～N9）と

考えた。また，吉野（1982）は，火成活動の共通性から横河川累層最上部の檜川沢緑色凝

灰岩層を内村地域の内村累層武石層（歌代ほか，1958）に対比した。最近，松本市の北部

に分布する内村累層の最上部から浮遊性有孔虫化石の産出があり（小坂ほか，1989），内

村累層の時代はN9と考えられている。従って，その下位に当たることになる棚小場黒色

泥岩層の時代はN9以前となる。

　放散虫化石による時代推定と前述のような周辺の第三系の対比とは，調和的である。さ

らに，棚小場黒色泥岩層を守屋累層の後山黒色泥岩層に対比することが正しいと仮定する

と，後山黒色泥岩層から産出するル勧gゆS珈α々0娚の生存期間との重複から，棚小場黒

色泥岩層の時代をほぼBlow（1969）のN8に限定してもよいと考えられる。

　一方，棚小場黒色泥岩層から放散虫化石が多産することは，当時公海性の海域がこの地

域まで広がっていたことを意味する点で重要である。放散虫は，淡水が影響するほど陸に

近い海域には生息できないからである。この点で，赤石山地西縁の和田層からも横河川累

層のものとよく類似した放散虫化石が産出する事実（中世古ほか，1979）も重要である。
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Miocene radiolarian fossils from the Yokokawagawa

  Formation along the Yokokawa River north of

             Lake Suwa, Central Japan
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                               Abstract

   The Miocene stratigraphy along the Yokokawa River was revised. The strata

formerly included to one formation were divided into the Yokokawagawa and

Hachibuseyama Formations in ascending order. The two formations are in fault

contact, and their geologic structures are discordant each other. The Yol<okawagawa

Formation was subdivided into four members, nameiy, Nakanosawa Sandstone

Member, Tanakoba Black Mudstone Member, Yokokawagawa Conglomerate
Member and Hikawasawa Greenstones Member in ascending order.

   Radiolarian fossils such as Qyrtocmpsella tetmpera, C. cornuta, Stichocoiys zvo40ii, S.

armain and Melittosphaerzi magnmporulosa, occurred from the Tanakoba Black

Mudstone Member of the Yokokawagawa Formation. These radiolarians can be

correlated with the Melittosplaaera magnmporulosa Zone proposed by Nakaseko and

Sugano (1973), or Caloaycletta costata Zone by Funayama (l988) and Riedel and

Sanfilippo (1978). Then, the Yokokawagawa Formation can be assigned to late Early

Miocene to early Middle Miocene (N7 to N8) in age.
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　　　Photomicrograp｝1s　of　radiolarian　foss｛ls　from　the　Yokoka、vagawa　Formation　north　of　La｝〈e

Suwa，　Celltral　Japan
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